
イ業務の実施方針
務の基本方針

ハ'の原風景を次世代に受け継ぎ
まちをつなぐ「シビック・サークル」

人との関係性の中でまれてきた水と緑
水とともに生活してきた八潮は、川沿い忙自然堤防の微
高地ができ、そこに集落の形成がなされ、それとともに
屋敷林が作られてきました。子供たちは川や屋敷林で遊

び、水をきっかけに人が集まり、水と親しみ、時には水
と戦いそれを克服し、浴衣の柄染めや人や物資の輸送に

豊かな水を活用してきました。
単に手続きに来るだけではない、まちとまちをつなぎ市

民をつなぐ誰もが来てみたくなる場所、どこか懐かしくて

新しい、八潮の象徴となる求心的な場所「シビック・サー
勿レ」を、シビックセンターにつくります。
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、八潮駅伽

八潮のまちの'とまちをつなぐ「シビッウ・サークル」

本業務に対する基本的な考え方

八潮らしさを育てる4つの"わ"
未来の「八潮らしさ」を育てる「4つの"わ'〕をテーマとし、
人や文化、風景をつなぐ様々なシーンの「シビック・サークル」
を提案します。
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・つながる・であう・はぐくむ
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あっまる「r」
利用二の交流で

あふれる所づくり

j らしさ
シビック・サークル
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取リ組み体串」・般計チームの特微

富な実績を活かした手戻りの無い業務遂行

庁舎のエキスパートを配置
・多数の庁舎や保健センター、公共施設の設計に精
通したエキスパートによって設計チームを編成し、
経験やノウハウを設計に反映します。

・意匠任技術者は八潮市近隣の庁舎設計にも携わ
り、周辺環境、地盤状況等に精通した担当者とし
ます構造主任技術者は多くの免震構造の実'を
持つエキスパートとします。

実なランドスケープデザイン事務所との連携
・公共施設整備に精通し、埼玉南東地域の風土に理
解のあるランドスケープデザイン事務所と協働する
ことで、地域に根ざしたこの士地にふさわしい庁舎
をつくります。
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地域住民議会八潮市関係各部局 説明捉示
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打合せ・報告・
設計チーム 紳密なコミユニケーンヨン
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."
管理技術考

庁魯棚におけ苓マネジメントのエキス(ート
ンドスケープ意匠生任飾右
〒ザイン官壮庁霞計のエキスバート
事.拘当捌衛古

遜桝・協

柳造備
主任技術右主任薑術古

+担当技術考 +拒当擡術者

新庁舎建設工事

,.、

ハ〆セナ

シピッウセンターをつなぐ

わ

つながる「和」
様々な活動で

にぎわう所づくり

雫督,

シビック.
サークル圏

わ

であう「話」
新しい出会いと

対聶の場所づくり

、雫冒卑

シビソク
サークル

外来者,

市民と職員、人と人をコなぐ

基本殻計方針
配冒計画確定

証霞欄盾砺定
防災・BCP確定

砺定柳造形式
超粗銘事粛胃

i

.'

庁舎妄つなぐ

はぐくむ「^
八の末来を

はぐくむ所づくり

広場のように人がn然とあつまり川の流れのように人ど人をつなぎ

人々がであい語り合いやしおの末来をはくくむ

筑波山

八潮中央公

日

阜鳥.卓,

,サークル考

●皿亀阜

蚤^悶

特に視する設計上の配慮応馴

事業全体工程を見据えた業務の遂行

確実なスケジュールとコスト理
・設計の初期からコストを検証し、直ちに
フィードノWクして計画内容を調整するな

ど、コストコントロールを確実に行います
・事業全体の工程を検討の上、2023年度

までの確実な庁舎機能の移転を見据え
て業務を進めます。庁舎機能の移転が
余裕を持って行えるよう、工事工程の短
縮を見据えた設計を行います。
ワーケショップによる市民見の反映
・ワークショップ「新庁舎サークル広場」
を立ち上ぱ市民意見を反映した新庁舎
づくりを行います。
・市民意見を引き出
すためのファシリ む哥.

＼な入、!テーターとして参画'＼'!1 {・し、期問内に確実

に意見等を取りま
幻ヨ,'

とめ、計画に反映

します

闇ぞ、ー

庁舎と環墳をコたぐ

11

電気詮備
主任撲伯右
+担当技補者

門技術チーム

品理部門

^写昆^,

中川

複数案の比較検討によるべストな提案

・複数案の比較検討を随時行いながら確実な合意
形成と八潮市に最適な庁舎計画を実現します。
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計価

"1

八潮市の風土に根ざした設計

八市の候風土を活かした設計
・自然採光、自然通風、雨水・井水、地

中熱の利用など自然エネルギーを有効
活用した環境配慮型庁舎を実現します。

・一体整備する八潮中央公園と合わせ
て水や緑の環境資源の保全や育成に
努め、次代へと引き継ぐ自然豊かな景
観形成を目指します。

地場産材活用、
ハ'らしさを活かした設計
・埼玉県の豊富な県産材を構造材や内
装の仕上材、ベンチなどスドノートファ

ニチャーなどに積極的化活用します

・屋敷林や中川、葛西用水沿いの親水
空問のように、緑と水に親しむ八潮ら
しい環境を整備します。

実
庁舎研究チーム
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補助金を活用した

ユ促3 2024

2023年度オープン

庁舎樋能移転^
既庁舎解体工事24 力月 外工

孝

別蛇庁舎解体工

図書作成・通知
申鯖事前啓胤 黄算図

各報告コスト卿出
械略工事工理

ワークショップのイメージ

霞中間報告2019."基本霞完720003

ストチエク1 コスチエウ

本設計
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基本設 1

'
硯状課距の確飽
与条件整理
提案内専の協議
鍛務スケジユール確認
庁舎視粛
ワークショップの換討
執務斑填検討

^

゛ー

4住,;^」、.ー

補助金採択支援の富な実績

の採択実績' C02先

・「住宅・建築物省C02先'事業」に 12
件採択された弊社の豊富な経験を活か
し、「サステナブル建築物等先導事業」
による国交省補助金を活用し、八潮市
の財政負担を軽減します。

Z印実現に向けた先進的エネルギー・築
物実証・への対応
・弊社は一般社団法人環境共創イニシアチ
ブにZ耶プランナーとして登録しており、
rZ田実現に向けた先進的省エネルギー
建築物実証事業」への応募を検討します

約工期 20213
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この技術提案書は、あくまでも現時点における設計者からの「提案」です。
この提案を基本に、皆さんから意見を伺いながら設計を進めるため、
完成のイメージが変わる可能性があることをご承知おきください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　八潮市アセットマネジメント推進課



ウ評価テーマに対する技術提案 1テーマ1 シビックセンター形成に向けた場の創出について

次世代に受けぐ屋敷林
かつての八潮市には、街道や周囲の河
川に沿って多くの屋敷林が点在してい
ました。防風・防火林としでまた農 L゛

業を支える資材置場や畑として生活を
.・地

支える大切な1鰭"を担ってきましたが、
ぞ 1'し

近年ではそのほとんどが見ることがで
羊

きなくなりました。

本計画では、既存庁舎が開庁してから約50年をかけて育て
てきた中央公園の自然を、市民の生活に寄リ添う屋敷林とし
て新しく移住してくる市民やここで育つ子供に引き継ぎ八
潮市のシンボルとなるシビックセンターを計画します。

α灘承' 'セナ メセ

, 島 市民生活に寄豚う林^ わ

あっまる「 」八潮のソノボル
庁漕緑を増やす

利用者の交流で
シビックセンター・形成への課題 あふれる所づくり
本計画では、中央公園とメセナに加え新庁舎とイ呆健センター
が計画されます。ひとつの計画地に公共施設が集約されるこ ,セ

とのメリットを引き出し、様々な二ーズを持つ市民が集うこれ
までにない市民サービスの拠点をいかにつくるかという事が、 舎公即

,.、計画の最も大t刀なテーマとなります。

横断的な利用と機能を補完し合う施設の融合 シビッウセンターをつなぐ

施設を一所に集約することにより利便性が向上します。しかし
ながら相互に連携することが無ければ集矧ヒのメリットを活
かした市民サービスの場を作ることはできません。
そこで各施設の機能・目的・1賄1」を整理し、これをかなえる
場を計画地全体にサークル状に配することで施設を横断し
機能を補完し合う融合のあリ方を提案します。

サークル状につながるアクティビティ
1.各施設の機能・目的・役割を整理

市民サービス,情報雑^ 0新庁舎 文化・卸瞳
バ

保健センター 中央公園・子育て 自然・憩い ール

02.施設が融合したシビックセンター
しど

サーク,レ^アウティビティえ方

民サービス・惰軽瓢
悲

自然・勉い

. 態・子育τ
コ=ユニテイ

文化・血隨

コーツ

ク
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グ1 ーン
バーキング

市
レストラン

やしおラポ

歩行者優先の安全なトランジットモール
バスステーション 空中歩廊
・メセナ、庁舎公園の利用者の・中央公園から庁舎の2階へ直
すべての方住便利なシビックセン接アプローチできる空中歩廊

風荏1,11と貸食へ三i、包二剛
を設け、立体的な空間利用と
安全性を兼ね備えた賑わいを

を改善ます 此します。

ノ王

あつまる「」ーシビック・サークル
シビックソ」ンをつな市民交ミ

わ

軽体操
捷嵐i糠室)

窓口

執務

悲 悲

欄メ
八潮

メセナ悲

施股=目的地となる^の問で施設ιこ集うのではなく、アクティビティに
う。様々な目的でまる多梅な世代ネ生まれる力耳也の^にまで

活動力工広がらない為多様な煮施が自然に出会い交流施設問で役割を
シェアする融合型シビッケセンター。や出会いは限定的となる

既存の環資源を生かした公園改修
・可能な限り既存樹木を保存する
とともに高さ1.0~30m程度
の樹木を撤去し、見通しの良い
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怒口
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※トフン.ヅモール:動の通行を」 L、バス等公共交通機関だけが
に通行できる歩車共存道路

市民活の中心となるサークル広場
市民活動諸室をサークル広を囲むように
・サークル広場忙面して市民活動諸室を配し、休日利用も含め活
発な運用が行われる広を提供します。

・中央公園を借に眼下に緑が広がる市民レストランは、市民も自
由忙利用できます。

ヨ

駁譲*翻耕尋
=繍朧織顎翻。全な樹林環境屍整備しま武に

葆尋'・移植し尿す花;kはシン" Kで^之金、α
ボルツリーとして移植しま式僻と伐即考え方

.

こどもの遊具
・県産材を利用した遊具

・既存施設を活用した遊び場

キオスク・木デッキ
・公圓の利活用に資する手軽な飲
食の提供、木漏れ日、木陰の木
デッキを提供

ノ園メセナ

●保存樹木

与柿検討樹木ハナモモ・クロマツなど

解林、斬築工事の為伐探が必要な樹木

腐朽・生育不良.見適L確保の為伐採本る樹木

オ
カフエテフ

^

§鄭ゞ.",1
.。、。゛゜,今
Yi牝、 A,
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ステージ
シアター

ノ礪中央厶個

施設全体をつなぐシビックサークル
歩廊+パーゴラ+健康器具はなもも広場
・雨に濡れず施設をつなぐ渡リ廊・歩車を分離した安全な芝生の
下、強い日差しをよける藤棚のトンはなもも広場は、普段から安
ネルはパーゴラ効果もあります。心して利用できる広場でイ
・1周如omのウォーキングコースベント時にはサーケル広場と
や周辺に健康器具などを設置す一体的に活用できる市民の憩

いの場となります。るなど、軽運動が楽Lめます。

1

" 11珂

オープンカフエテラス
・メセナの喫茶店の改修・再生

・八潮{こ根ざした力フ工事業者の誘致、
八潮の野菜を捌共する力フエメニユー

@

八潮中央公園を明るく楽しい活発な公へりノベーション
野外ステージ・水のシアターコミュニティ菜園 バイオスウェール(生物湿地)
・動レrべントカ陌殆陟よオープンンアター・八潮の野菜、地域住民・家と・グリーンインフラの形成
・雨水の可視化、環境教育、水辺の交流の場、カフ工との連携、・砂利敷きと湿性植物にょる浸透

食育のエコトーンを形成 1、

1 周 4ι抑1'rl

はなもも広場
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この技術提案書は、あくまでも現時点における設計者からの「提案」です。
この提案を基本に、皆さんから意見を伺いながら設計を進めるため、
完成のイメージが変わる可能性があることをご承知おきください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　八潮市アセットマネジメント推進課



ウ評価テーマに対する技術提案 2テーマ2効率的な配置について

シビックセンターの^的な計画

新庁舎・八潮中央公園・八潮メセナの^性
・計画敷地と八潮中央公園の敷地の一体性を考慮した建
物配置と外構計画とし、駐車場や広場を八潮メセナ等既
存建物からも利用しやすい配置計画とします。

効率的で安全な交'計画
・駐車場は南北に分散し、北側は主に庁舎やメセナの利用
者に利便性が高く、南側は保健センターの利用者に使い
易い駐車場計画とします。

市■Ⅷ中学校 ーノ(ス1レート

j、拳寓セナ
庁舎とノ圃メセナ
の利用客用駐車場トランジット

モール
(公共^
とし)

^口興

..叫...^...邑..

全体配置の考え方

トランジットモールの整備
・現庁舎敷地と八潮中央公園、八潮メセナの敷地に挟ま

れた市道20お号線をバス等の公共交通のみが通行でき
るトランジットモールとして整備し、敷地周辺に分散する

バス停を集約します
・一般車両等の通1予進入を制限することで歩行者の安全

を確保します。また、お祭り開催時などは広場の一部と
して活用でき、敷地の一体感を作りだすことが可能です

効率的でにぎわい溢れる施設計画

明快なフロア成
・市民サービスの向上、業務の効率化、執h部を中心とし

た全館連携が可能で議会・議場の独立性確保が行い

やすいよう効率的なフロア構成とします

・施設内の動線はシンプルか 艦会

つ効率的に計画しつつ、見 執務勧癌

通しを確保することで目的 鵠●耀"誇棚
の部署に直感的にアプロー 1ば鵠も "翻'.,執務
チできるよう配慮します。

施設のフロア

運用しやすく、にぎわい溢れる平面計画
・1階に利用者の多い窓口部門を集約し、見通しのよい執
務室をゆとりある待合スペースと合わせて計画します。

・2階サークル広場に面した位置に、調理室や軽運動室
など保健センターの機能を一部配置し「市民開放エリア」
としてゾーニングすることで休日・時問外にも市民利用で

き、にぎわい温れる計画とします

樹木の保存・移植による有効活用

はなももやソメイヨシノ等の花木の保存・移

・庁舎やメセナ周辺の既存樹木

も可能な限リ保存や移植を行
い、シビックセンターの屋敷林

を形成します。現庁舎周辺の

はなももは庁舎のシンボルとし

てはなもも広場に移植します
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つながる「和」
様々な活動で

にぎわう所づくり
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この技術提案書は、あくまでも現時点における設計者からの「提案」です。
この提案を基本に、皆さんから意見を伺いながら設計を進めるため、
完成のイメージが変わる可能性があることをご承知おきください。
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ウ評価テーマに対する技術提案 3テーマ3将来的な変化を見据えた庁舎について
,

30年後の八潮市を見据えて =であう

新しい出会いと「八潮市人ロビジョン」(平成28年年3月による
対話の場所づくりと、八潮市の人口は2025年をヒークに減少を

始めま式市では人口減少抑えるために以下の視
点に立った施策を展開し、暮らす魅力と活力のあ
るまちを維持していくことを目指していま亥

八市公共施設マネソメント
アクションプランより 市民と恥員、人と人をつなぐ

施策1
まちの魅力の創出・発信による

実な転入促進

施2
子どもを産み・育てやすい環境の
充実による少子化抑制

施策3
住み続けたくなるまちの実現による定住促進

1帥^UJ

00^

帥^

70^劫10 扣朽知?0 1コ芥わ帥鄭5 即40 劫ι5 弼O Mξ工^

をヨ"劃磐;1ヨ1闘里1ν皐秒"王IZ亨■

在計画中の

■定住人口の増加に向けた提案

NI0 扣15 即印コ0"即即扣15 N40 即ι5 ^^^

提案1:住みたくなるまちの魅力を発信する庁舎

学習・コワーキングスペースやしおラボと情報発信コーナー
・やしおラボに隣接L・やしおラボに隣接し Y具辱川0

て「八潮こだわりも た窓際化カウンターC0閉P兵"冒 C0ι、匡CT如"

51のづくリ企業51社」 を設置L情報発信
岫.少や、「八潮の8つの野 コーナーや屋外活

動スヘースとあわせやし栃ポ勲奄菜」をアピールする情
て学生の学習スヘー.__▲____"__報発信コーナーを設

1

置したり、サークル広
場で展示と連動した

マルシエや、展示会を

行うことも可能です として活用できますこだわりものづくリ企業八

・が充実している庁舎提案2:子てしやすい
子育て世代が使いやすい配置
・子育て支援課の待合
にいる親から見やす

んー

拐来

ハ市
推計

^

砧歳以上

15星4歳
0-'4歳

であう「話」ーシビック・サークルー

市民が集い市の象徴どなるシアター型庁舎
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子て関係詫霞の集約

提案3:人々が自分と集い語り合うつながる庁舎

・市民と行政が市民市民、行政、来庁者

協働しやすくなるよが出会い自然と会話
サークル

う、会議室の共有が生まれ、用事が無 Ⅱ喝

くても集いたくなる 化や廊下の多様な

サークル広場です。 使い方ができる計
サーウル 毅 画とします。 庁舎

庁

,◆^_'熱'
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徹底したユニバーサルデザイン
・庁舎内で床の段差をなくす等、高齢者や車椅
使用者が快適に利用できる庁舎を計画します

・多目的トイレや授乳室などは、 LGBTも配慮
した誰もか気兼ねなく利用できる計画としま枇、

.

.

国●■●^■

目

■将来を見据えた提案

届きやすい

コーナー

提案1:窓口業務の将来の劉ヒを見据えた計画

スケルトンインフィルの考え方に基づき、将来的すべて力阿固人ブースの将来型相談窓口を想定
に自由忙可変可能な計画とします。 ・キ畷スヘース剣倭塵!1Uま更に邇ヒし、】評剰よオー

プンカウンターが無くなると想定していま司;相談視型の市民サービス
・衝立付カウンターや各種相談室を配置し、ワ・コの字型にブースが並び執務室側はあまり
ンッーワンサービスを重視した窓口フロアとしオープンなイメージは薄れ、ブース内の対応
ます。また、可動式カウンター等で将来の規模がモニターになる等の形式も現れるのでは

ないかと想定しています。機能の変化に対応可能な計画とします。

ワ堂烹無琴弓鮑名ス様々な格談レNレに応じた相談スベースの確保 オーブンな窓'
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公
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ウェイ W;の位垂や

相談型
ワンツーワンサービス

ユニバーサルデザインの考え方

儒りブース個別ブース
丁、 相肢スペースの更なる個室化ブライ1E,-1 Ut ース

提案2:部署の変化・機能の劉ヒに対応しやすい建物形状

・L字型の連続した執務空問とすることで、部・1階の平面的に広いワンフロアと2階以上
署の配置や規模変更に柔軟に対応できるユニの長方形の上層階を機能ことに分けること

で、断面的にも2機能に分割利用できますバーサルレイアウトとします

.将来、庁舎機能の縮小や公共施設の集約化が・以上を平面的にも断面的にも組み合わせる
行われた場合にも、コーナー部分を境界としてことで、将来3機能の複合施設となった場
公共エリス庁舎エリアの2機能がセキュリティ合にも明快なエリアゾーニングを確保しな
と舎理を明確に分けながら利用できます。がら施設の利用が可能な建物升列犬です。
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ウ評価テーマに対する技術提案

はぐくむ「^
八の未来を

はぐくむ所づくり

t甲'"',甲ミ
四:ぢE多鬼÷回
ミニ、,..、ゞ'1

1テーマ1 シビックセンター形成に向けた場の創出について

゛ー^

庁舎とをつなぐ

咽里ゑ^゛
し^、

中央分国の冷

L^1、 盆,呼.ー

R .@盡盗釦、
哩竺^゛曜盤■ ビオトープ・エコトーンの券成

唾主^、匪置口 バイオスウエール
(公壁内雨水処別

防災拠点としてのシビックセンター
災害後からフル稼できるシビックセンター
・被災時に平常時の明快なゾーン区分を活かしたまま機能
転換を図り、「シビソクサークル」がそのまま「まちの支
援スヘース」となります。災害直後の人・物・情報の混乱
を最小限に抑え、機能をフル稼働できるようにします

・シビックサー勿レ沿いにBCPインフラルートを設けることて

災害時メセナへのインフラが遮断した際には、新庁舎から

メセナヘエネルギーを融通し、避難者や帰宅困難者の受入
やボランティア活動拠点として利用できる計画とします

市立ノ、中学校校庭
1ポト転換

ハ・の候風土 環

植叢液水利用

鼻クーj"3-

八潮メセナ

十23億

19億

0.4 億

避粧者・帰宅困難者受入れ

はぐくむ「環」ーシビック・サーケルー

八潮の未来をつなぐ環境配慮型庁舎

4エアフロールーフ

§、弓惑胸.1繼

需一勿虚^穫備

八潮メセナ
吼ノディアの^鞄点IL駈

むの迦鯨者

側駐剛場

1 支扣^ススメセナ
エギー浄り

"エ"棚室

、シピツクサークル{3F} 1..側'
、_支揖_'ーこ災対韻本部、・子'::、支痩^スペースに転換

,'＼サークル鵬一ー~1 11-
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4テーマ4周辺環境への影響や各種コストを考慮した建築計画について
わ

歴
エネルギー融通
(カホ

バ叉父=ーシ、

目圃
ソーラーサークル
(太陽光発電 3魚W)

のクールチユーブ

軟弱地盤に対応した造計画
軽量でフレキシビリティに優れる架
軟弱地盤の計画地においで ホ造.

座励上

造体を化することは、 ホ造

や骨組み架構の合理化に直結し、 藍L
担」経済性もれま式 中盛口、 化肩ゞ
五L

基礎免震構造とし、上部を鉄骨
造とします。ロングスパン化によ
りフレキシビリティに優れる執務 一般的なRC造 鉄骨造

空問しつつ、免震装置の台数の

ロロ
合理化を図ります。屋根版は木
造とのハイブリッド化を検討し、
さらなる軽量化を図ります。

設工中の庁舎利用者と周辺への配慮
既存庁舎を使用しながらの安全な工計画
・新庁舎建設工事中も仮設駐車場及び周辺道路から現市
庁舎への動線を確保します。 :棄庁舎・ 庁舎出入口

:ヱ事車両 工事車両出入口

仮設駐車を160台分確保 仮殴駐皐燭出入口:屠存樹素

・新庁舎の建設工事中の仮設駐車
場については、八潮中央公園の敷
地内区なるべく既存の樹木を伐
採せず舗装の整備範囲も最小限 工事凋囲

とした計画で160台分の駐車ス
工夢市ートヘースを確保し、出入口は近隣へ④ 仮霞駐車場

の影を考え市役所側とします ^と剛触の確保

屋林・低層庁舎により周辺環と調和した計画
への影響を最小限に抑制周

・敷地全体を緩衝緑地帯である屋敷林て覆うことで緑あ
ふれる景観を形成します

・新庁舎の低化によリ南側上東側の近隣住宅地への圧
追感を軽減するとともに、北東住宅への日影の影響にも
配盧します

爽やかな風のの創出
啼建""" 縞匙X*・新庁舎を低層化し、風を受

け流すグリーンボイドにより、
近隣への風害を軽減し、市一 )
道2033号線に爽やかな風が
流れるよう計画とします

日増額項目

Ⅱ

掘即辻の有効活用

・2念億

嵯場

市畏室

災害時の機^のイメージ

水のまち八'の特性を踏まえた水害対
・計画地は、ハザードマップにおいて河川氾濫時には0.5
~1.omの浸水が予想されます。地盤面から10m高い
レベルに1凡を設定し新庁舎への浸水対策を行います。
また、透水性舗装の採用など敷地全体で雨水流出抑制
を徹底し、ゲリラ豪雨等の内水対策や下流域の洪水対
策を行います。
大地震時の変汗二に十分に対応可能な免
・計画地は大地震時の揺れが大きい地域が予想され、免
震層は変形量に十分に対応できる仕様とします。
・免震装置はコンパクトな球面すべリ支承とし、掘削深さ
を最小限に抑えます

はなもも広煽
'転換災広

炊 拠点

.1

口床吹出空語

「シビッウサーウル
(渡リ廊下)

日てん項目

環境系捕助金

■目

囲囚
ソーラーチラー

コージェネレーション

グリーンボイド

自然探光

5)仮設工事の削減
・掘削深さを抑えた計画で山
留や切梁を削減します

+α)中央公備の削減
・既存樹木をできる限リ活用す
る計画とし、中央公園整備費
の樹木撤去費を削減します

__マ杢丞窪,声_.
代床叛一ーー'

"餅'
κ床駈

宝

曼 ヒートポンプ

殴快 7日分の期水檀として活用)'侠 7日分)."'玉ヒートポ、.プ10okW 漫透篇仙装 水浸避の植栽地

5つの具体的なイニシャルコスト削減提案 環境共生型庁舎によるランニングコストの縮減
1)効果的なプランニングによる面積縮減 光・風を取り込むグリーンボイド

・以下の提案により効率化を図リ、床面積を削減します。・光と風をふんだんに取り込む「グリーンボイド」を用いた
自然通風と自然採光により、中間期の照明・空調コスト

①執務空問の効率化 型対向式ユニバーサル を縮減するとともに、良好な執務空問を実現します。1延来型の「 0式レイアウト」と、庁内のレイアウト レイアウト
相織改編に柔軟に対応できる「ユニバーサル 麟子な風棚1き込み発電する工フ,フロー1レーフとソーラ・ーナ^ル組織桐成のフレキシ
レイアウト」を1ι較髄゛L効率化を図ります。部・謀単位で

ひとっのをキ青成ピリティとスペース ・所灘升3のエアフロールーフは、流体力学により風を誘引する
②会議室の集中配儷 の有効活用が可能

凸凸田凸田つヒL才1こ形'とし、果'に,、,通風をしす9ミーティングコーナーや^ブースを利酪室
内に配置」中小規槙の会議室α燦中配置を
行う事で無駄のない計画とします

・シビックサークルに沿ってクールチユーブを設けることで、
③収納スペースの集約化

緑豊かな中央公園の冷気を新庁舎に引き込み冷房負荷収納スヘースの染約的配を行L＼亜に収納

を軽減します。方法を継すすることにより総岳の肖蹴を図り
スペースの効率化を図リます 口「シ

I FL
2)マットスラブの採用 L^肖財西

・基礎はマットスラブを採用し、 シピッウサーウル

グリーン滑り根リ子基礎深さを抑えることで残 ボイド免婁装置
士処分費を削減します 司町、巨濤えジ

4
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の削誠一ー

マツトスラブの採用

゛ι

ビル風シミユレーション

釧務宣

.0 0

''
田逃.'
ソーラーサーケル'
(太冊光発電 35、W)

歴
非常用発電檀
U2η週転の燃料倩苗

タスクアンビエント照明

床吹出空執柁

捉婁3 74 釘. お力・3.0 憶 庁口印年
ライフ・3.0 億

...。朴需、""ロ"■,
イニシャルコスト減棚奉庁舎は、日本サステナブル彊築嶋劃デターベース1Ⅸ((データ1を引用Lτ即{^

との和と維持理コスト縮減に配慮した導入施策

階高の圧縮
,

掘卸仕の有効活用

盛土

GL
1^、 1.om

パ、yシブ

放射舟優

鬢昇槌田口;才二劣tl_フヰ←■櫛熱二゛墻姦や舛瓣児蜘)
エネ

災害対応

'語'
^冊

■●冒■■■■■■■卓

姉ノーンン劉レフ(剛^X 牡のクー1レチユーブf予冷予熱)
エアフロー1N-フ伯^、グノーンボイド泊^自^)

梦自然通風

クールチユーブヴリーンボイド

人と境にしいメンテナンスフリーな庁舎
・メンテナンス費の安価な電気と
燃料費の安価な都市ガスに加え
再生可能エネルギー(太陽熱・地 BEMSI、よる維持
中熱)をバランスよぐ入します。 汚れ化くく漉掃L易いディ

テール・明るさシミユレーション化よる目
に優しい光環境の導入や市民が 長寿命機材の積極採用

利用する待合には体比やさしい 有格者不要な取扱い容易
な機器放射空調を積極的に'入します。

ライフサイクルコストを28円削減
・国交省補助金採択の豊富な経験を活かしイニシャルコス
トを約3億円削減※1、ランニングコストを約5億円削
減※2すること区より、同規模の標準庁舎と比べてライ
フサイクルコストを28億円削減します。

イニシャルコスト検討(新庁舎建霞 75憶円)棄1

費ランニングコスト検討(年平^1.9 )※2

運用改善

隣地への盧
昌■卑●■■■■■■■■■■■■●■●■■皿噛■■■>

^^侶^、タスウアノビエント任以^)
雨解」用・劇盤艮 、1H'ブ「ノツト!換気伯1.}

緊辧蝿俺力平馴ヒ旧間朗赤朔)

0凋問彫樺保トエネ1Dギ^卵^}非常

催楢・見え刷ヒ ヒ1 コミッショニング

化

■削滅項目

"ⅡⅡ""1■"■ι

3)階高の圧縮

,鉄骨小梁をなくしPC床版を
そのまま天井の仕上げとする
ことで十分な天井高を保ち
ながら階高を圧縮します

4)掘削土の有効活用
・1FLを上げることにより、掘肖1
土をそのまま盛土として活用て
志,美士処分費を削減します
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この技術提案書は、あくまでも現時点における設計者からの「提案」です。
この提案を基本に、皆さんから意見を伺いながら設計を進めるため、完成のイメージが変わる可能性があることをご承知おきください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八潮市アセットマネジメント推進課


